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長
期
滞
在
先
と
し
て
の
マ
レ
ー
シ
ア

　
豊
か
に
な
っ
た
日
本
、
定
年
退
職
後
、
温
暖
な
と
こ

ろ
で
長
期
滞
在
し
て
「
第
二
の
人
生
」
を
楽
し
む
人
た

ち
が
増
え
て
い
る
。
自
然
の
中
で
の
畑
仕
事
、
絵
画
・

音
楽
な
ど
の
芸
術
活
動
、
ゴ
ル
フ
や
社
会
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
海
外
で
の
長
期
滞
在
は
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
時
代
の
縦
社
会
か
ら
解
放
さ
れ
た
「
第
二
の
人

生
」
を
過
ご
す
魅
力
的
な
生
き
方
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
七
年
に
六
〇
歳
以
上
の
人
で
、
二
週
間
以
上

外
国
で
滞
在
を
楽
し
ん
だ
日
本
人
は
一
六
万
人
（
ロ
ン

グ
ス
テ
イ
財
団
）
に
達
し
た
。
長
期
滞
在
者
は
五
年
前

と
比
較
し
て
三
四
％
も
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、
団
塊

の
世
代
が
定
年
退
職
を
迎
え
る
時
期
に
入
っ
て
お
り
、

こ
こ
し
ば
ら
く
海
外
で
長
期
滞
在
を
楽
し
む
日
本
人
が
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増
加
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
こ
の
長
期
滞
在
先
と
し
て
人
気
が
高
い
国
は
マ
レ
ー

シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
イ
、
米
国
ハ
ワ
イ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
が
あ
り
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国

に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
の
中
で
長

期
滞
在
先
と
し
て
人
気
No.
１
が
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
る
。

　
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
七
、
〇
〇
〇
ド
ル
近
く
達
し

た
マ
レ
ー
シ
ア
は
生
活
費
を
比
較
す
れ
ば
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ハ
ワ
イ
な
ど
と
比
べ
て
割
安
で
あ
る
が
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
と
比
較
し
て

割
高
で
あ
る
。
老
後
の
年
金
収
入
だ
け
で
は
十
分
に
生

活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
日

本
人
中
高
年
の
間
で
長
期
滞
在
先
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
２
、
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進
性

　
な
ぜ
マ
レ
ー
シ
ア
が
長
期
滞
在
先
と
し
て
人
気
が
あ

る
の
か
。
か
つ
て
筆
者
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
駐
在
し
た
経

験
か
ら
、
第
一
の
理
由
と
し
て
「
適
度
な
先
進
性
と
適

度
な
後
進
性
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
瘴
癘
の

地
」
と
言
わ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
に
家
族
と
一
緒
に
滞
在

し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
適
度
に
日
本
で
の
生
活
水
準
が

楽
し
め
る
先
進
性
と
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ

る
適
度
な
後
進
性
が
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
た
国
で
あ
っ
た
。

　
一
九
八
〇
年
代
央
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
外
資
主
導
型
輸

出
志
向
工
業
化
に
よ
り
錫
と
ゴ
ム
に
代
表
さ
れ
る
一
次

産
品
輸
出
国
か
ら
電
子
立
国
と
し
て
工
業
国
の
仲
間
入

り
を
果
た
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
経
済
発
展

し
、
主
役
と
し
て
タ
イ
と
と
も
に
「
東
ア
ジ
ア
の
奇

跡
」
を
演
じ
た
。
駐
在
以
来
た
び
た
び
同
国
を
訪
問
す

○ 

金
融
危
機
の
世
界
へ
の
波
及
と
影
響
を

　
　
最
新
デ
ー
タ
で
分
析
…
… 

石
川
　
幸
一
…

(10)
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３
、
多
様
性
の
魅
力

　
４
、
安
定
し
た
政
情
と
対
日
感
情
の
良
さ

る
機
会
を
得
、
特
に
過
去
一
〇
年
間
マ
レ
ー
シ
ア
を
拠

点
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
を
毎
年
研
究
訪
問
す
る
た
び
に

「
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進
性
」
は
健
在
で
あ
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
心
地
良
さ
は
温
厚
な
マ

レ
ー
人
の
「
人
の
良
さ
（
拙
著
『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
先
進
経

済
論
序
説
』
参
照
）
か
ら
く
る
マ
レ
ー
文
化
が
創
り
出

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
プ
ア
サ
（
断
食
）
明
け
の
ハ

リ
ラ
ヤ
（
マ
レ
ー
人
正
月
）
に
は
、
マ
レ
ー
人
家
庭
で

は
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
と
し
て
自
宅
を
開
放
す
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
で
誰
で
も
受
け
入
れ
る
マ

レ
ー
文
化
の
開
放
性
が
、
日
本
人
の
間
で
長
期
滞
在
先

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
人
気
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
周
知
の
通
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
マ
レ
ー
人
と
中
国

人
と
の
経
済
格
差
を
解
消
す
る
た
め
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政

策
を
実
施
し
て
い
る
典
型
的
な
開
発
独
裁
国
家
で
あ
る

一
方
、
英
国
植
民
地
時
代
に
根
付
い
た
民
主
主
義
と
ム

シ
ュ
ア
ラ
（
集
会
）、
ム
カ
フ
ァ
ッ
ト
（
合
意
）
と
ゴ

ト
ン
ヨ
ロ
ン
（
相
互
扶
助
）
に
代
表
さ
れ
る
マ
レ
ー
文

化
が
溶
け
込
み
、「
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進

性
」
を
作
り
出
し
て
い
る
。

　
第
二
の
理
由
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
持
つ
多
様
性
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
典
型
的
な
多
民
族
国
家
で

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
東
ア
ジ
ア
地
域
が
共
有
す
る
多

様
性
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
こ
の
多
様
性
は
熱
帯
地
方

の
単
調
な
生
活
に
刺
激
と
変
化
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
長
期
滞
在
先
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
。

　
多
様
性
と
は
多
民
族
、
多
文
化
、
多
宗
教
、
多
言
語

と
多
食
文
化
の
五
つ
の
文
化
を
意
味
し
て
い
る
。
英
国

植
民
地
支
配
の
結
果
、
マ
レ
ー
人
社
会
に
労
働
力
と
し

て
中
国
人
と
イ
ン
ド
人
が
入
り
込
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
オ
ラ
ン
ア
ス
リ
ー
、

ダ
ヤ
ッ
ク
族
や
カ
ダ
サ
ン
族
な
ど
の
少
数
先
住
民
族
と

共
生
す
る
多
民
族
国
家
と
な
っ
た
。
一
九
世
紀
に
ゴ
ム

と
錫
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
の
た
め
に
マ
レ
ー
の
地

に
連
れ
て
こ
ら
れ
た
中
国
人
と
イ
ン
ド
人
の
多
く
は
マ

レ
ー
シ
ア
に
定
住
し
、
今
日
の
多
民
族
国
家
を
形
成
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
人
社
会
と
イ
ン
ド
人
社
会
は

本
国
以
上
に
自
ら
の
伝
統
と
文
化
を
温
存
し
、
自
分
達

の
存
在
感
を
マ
レ
ー
人
社
会
の
中
で
印
象
付
け
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
マ
レ
ー
人
達
も
自
分
達
の
マ
レ
ー

文
化
を
主
張
し
、
マ
レ
ー
文
化
、
中
国
文
化
と
イ
ン
ド

文
化
が
共
生
す
る
多
様
性
に
富
ん
だ
社
会
を
形
成
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
例
え
ば
ハ
リ
ラ
ヤ
、
中
国
人
正
月
（
春

節
）、
イ
ン
ド
人
正
月
（
灯
明
祭
）
と
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
正
月
（
一
月
一
日
）
の
四
つ
の
正
月
が
盛
大

に
祝
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
多
宗
教
も
長
期
滞
在
先
と
し
て
の
マ
レ
ー
シ

ア
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
。
同
国
に
は
イ
ス
ラ
ム
、
キ

リ
ス
ト
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
加
え
て
少
数
先
住
民
族
社

会
で
は
素
朴
な
ア
ニ
ミ
ズ
ム
（
精
霊
宗
教
）
が
息
づ
い

て
い
る
。
中
東
地
域
で
は
今
で
も
イ
ス
ラ
ム
と
キ
リ
ス

ト
教
は
対
立
と
武
力
衝
突
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
は
マ
レ
ー
人
イ
ス
ラ
ム
、
中
国
人
仏
教
・

道
教
・
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ン
ド
人
ヒ
ン
ズ
ー
教
と
仲
良

く
、
平
和
的
に
棲
み
分
け
て
い
る
。
早
朝
、
礼
拝
を
告

げ
る
た
め
モ
ス
ク
か
ら
聞
こ
え
る
ア
ザ
ー
ン
を
聞
く
た

び
に
、
異
国
情
緒
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に

マ
レ
ー
シ
ア
が
イ
ス
ラ
ム
の
国
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す

る
。
各
民
族
間
の
こ
う
し
た
精
神
的
活
動
の
棲
み
分
け

が
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
「
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進

性
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
加
え
て
国
語
と
し
て
の
マ
レ
ー
語
の
外
に
中
国
語
、

タ
ミ
ー
ル
語
や
英
語
が
何
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
も
な

く
自
然
と
日
常
生
活
で
使
わ
れ
る
。
英
語
を
含
め
外
国

語
の
苦
手
な
日
本
人
を
受
け
入
れ
る
社
会
的
雰
囲
気
を

醸
し
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
各
民
族
の
食
文
化
も
豊
か

に
花
開
い
て
い
る
。
日
本
料
理
も
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
で

は
人
気
の
料
理
と
な
り
、
経
済
的
豊
か
さ
と
と
も
に
手

軽
に
楽
し
め
る
食
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

　
こ
の
外
、
マ
レ
ー
シ
ア
式
民
主
主
義
の
定
着
に
よ
り
、

政
情
が
安
定
し
、
治
安
が
良
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
外

国
で
あ
り
な
が
ら
過
度
に
緊
張
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し

て
外
国
で
の
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
と
は
言
え

外
国
で
生
活
す
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
く
、
思
わ
ぬ
事
故

や
不
愉
快
な
こ
と
に
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
十
分

に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
た
、
物
価
水
準
が
比
較
的
安
い
こ
と
も
人
気
の
秘

密
で
あ
る
。
物
価
水
準
は
日
本
の
三
分
の
一
程
度
と
考

え
て
よ
い
。
年
金
生
活
者
の
収
入
で
十
分
に
マ
レ
ー
シ

ア
生
活
を
満
喫
で
き
る
の
も
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
落
と
し
穴
も
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
経

済
発
展
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
都
市
部
、
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
な
ど
に
お
い
て
は
生
活
費
も
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
水
準
の
生
活
で
あ
れ
ば
ゴ
ル
フ
も
満

喫
で
き
る
が
、
日
本
並
み
の
生
活
水
準
を
望
む
の
で
あ

れ
ば
年
金
だ
け
で
は
賄
い
き
れ
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
因
み
に
ロ
ー
カ
ル
水
準
で
一
か
月
当
た
り
の
生
活

費
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
二
、
〇
〇
〇
リ
ン
ギ
、
タ
イ
一

二
、
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
程
度
で
あ
る
（
筆
者
の
現
地
感
覚

と
聞
き
取
り
）。

　
加
え
て
、
対
日
感
情
が
良
好
な
こ
と
も
長
期
滞
在
先
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５
、
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ
を
開
始

と
し
て
の
人
気
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
元
首
相
が
一
九
八
〇
年
代
初
め
に
開
始
し
た

ル
ッ
ク
イ
ー
ス
ト
（
東
方
）
政
策
の
狙
い
は
、
戦
後
急

速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
た
日
本
や
韓
国
の
労
働
慣
行
や

倫
理
観
を
手
本
と
す
る
こ
と
に
あ
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
か

ら
多
数
の
マ
レ
ー
人
を
中
心
と
す
る
留
学
生
が
日
本
に

派
遣
さ
れ
、
対
日
理
解
が
進
ん
で
い
る
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
同
様
に
日
本
の
経
済
発
展
を
見
習

い
、
ま
た
日
本
か
ら
の
経
済
援
助
を
ば
ね
に
マ
レ
ー
シ

ア
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
な

こ
と
で
あ
る
。
特
に
一
九
八
〇
年
代
央
か
ら
始
ま
っ
た

日
本
企
業
の
マ
レ
ー
シ
ア
進
出
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
同
国
を

中
進
国
に
押
し
上
げ
た
「
日
本
効
果
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
大
き
な
経
済
効
果
を
生
ん
だ
。
こ
の
た
め
マ
レ
ー
シ

ア
国
民
の
大
半
は
日
本
人
に
対
す
る
友
好
的
感
情
を
抱

い
て
お
り
、
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
経
験
で
き
な
い

「
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進
性
」
が
生
活
の
し
易

さ
と
な
り
、
長
期
滞
在
先
と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
が
人
気

を
博
し
て
い
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
本
人
長
期
滞
在
者
（
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
マ
ー
）
に

と
っ
て
人
気
の
あ
る
地
域
は
、
マ
レ
ー
半
島
の
中
央
部

に
位
置
し
、「
マ
レ
ー
シ
ア
の
輕
井
沢
」
と
言
わ
れ
、
植

民
地
時
代
か
ら
避
暑
地
で
あ
っ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
ハ
イ
ラ
ン

ド
で
あ
る
。
シ
ル
ク
王
と
し
て
有
名
な
ジ
ム
ト
ン
プ
ソ
ン

が
失
踪
し
た
土
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
高
原
に
位
置

し
、
熱
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
年
間
気
温
が
二
五
度
前
後
で

あ
り
エ
ア
コ
ン
な
し
で
過
ご
せ
、
ゴ
ル
フ
三
昧
を
楽
し
む

セ
カ
ン
ド
ホ
ー
マ
ー
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
「
東
洋
の
真

珠
」
と
言
わ
れ
る
ペ
ナ
ン
も
人
気
が
高
い
。
さ
ら
に
東
マ

レ
ー
シ
ア
・
サ
ラ
ワ
ク
州
の
ク
チ
ン
や
サ
バ
州
の
コ
タ
キ

ナ
バ
ル
も
根
強
い
人
気
を
持
っ
て
い
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
海
外
か
ら
の
移
住
者
や
長
期
滞

在
者
の
誘
致
に
熱
心
で
あ
る
こ
と
も
長
期
滞
在
先
と
し

て
の
人
気
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア

政
府
は
外
資
導
入
策
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

　
二
〇
〇
二
年
に
開
始
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
・
マ
イ
・
セ

カ
ン
ド
・
ホ
ー
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ
）
で
長

期
滞
在
ビ
ザ
発
給
の
規
制
緩
和
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
、
長
期
滞
在
が
容
易
に
な
っ
た
。
先
発
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

諸
国
で
は
入
国
時
に
原
則
最
長
九
〇
日
間
の
滞
在
ビ
ザ

が
発
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
は
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
最
長
一
〇
年
間
の

長
期
滞
在
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
る
。
こ
の
長
さ
は
タ
イ
と

比
較
し
て
最
長
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
一
定
条
件
を

満
た
せ
ば
さ
ら
に
延
長
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
の
長
期
滞
在
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
煩

わ
し
い
ビ
ザ
問
題
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ
ビ
ザ
を
取
得
す
る
と
自
動
車
に
か

か
る
輸
入
関
税
や
物
品
税
な
ど
が
免
除
さ
れ
る
な
ど
の

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ
を
入
手
す
る
条
件
は
一
定
額
の
所
得
額
の

外
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
医
療
保
険
加
入
、
現
地
で
受
診

し
た
健
康
証
明
書
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
Ｍ
Ｍ
２
Ｈ

ビ
ザ
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
を
付
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
と
し
て
、
同
ビ
ザ
で
は
収
入
を
と
も

な
う
仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
最
近
一
部
緩
和
さ
れ
た
）。

　
　
６
、
周
到
な
準
備
で
長
期
滞
在
を

　
現
在
マ
レ
ー
シ
ア
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企
業
は
約

一
三
〇
〇
社
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
、
在
留
邦
人
数
は
一
万
人

以
上
に
の
ぼ
り
、
日
本
に
と
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
は
企
業

進
出
先
と
し
て
観
光
先
と
し
て
身
近
な
国
の
一
つ
に

な
っ
て
お
り
、
日
本
人
に
と
っ
て
長
期
滞
在
先
と
し
て

居
心
地
の
良
い
国
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
言
え
長
期
滞

在
に
は
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
と
り

わ
け
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い
の
が
不
動
産
問
題
で
あ
る
。
一

般
的
に
外
国
人
が
そ
の
国
の
不
動
産
を
所
有
す
る
こ
と

は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
リ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多

い
。
現
地
の
人
の
名
義
を
借
り
て
土
地
付
き
の
一
戸
建

て
を
購
入
す
る
便
宜
的
な
方
法
が
あ
る
が
、
名
義
人
に

購
入
し
た
不
動
産
に
居
座
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
で
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
い
、
バ
ラ
色
の
「
第
二
の

人
生
」
を
一
転
し
て
暗
い
も
の
に
し
な
い
た
め
に
も
長

期
滞
在
を
計
画
す
る
と
き
に
は
周
到
な
調
査
と
準
備
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
凧
糸
の
切
れ
た
凧
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
日
本
に
い
つ
で
も
帰
れ
る
場
所
を
残
す
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
外
国
人

が
不
動
産
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
余
計
な
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、

長
期
滞
在
の
一
歩
は
ま
ず
借
家
で
し
ば
ら
く
過
ご
し
、

信
頼
で
き
る
不
動
産
業
者
を
選
ん
で
着
地
す
る
自
衛
策

を
講
じ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
先
進
国
に
発
展
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
、

「
適
度
な
先
進
性
と
適
度
な
後
進
性
」
が
徐
々
に
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で

長
期
滞
在
を
楽
し
み
、
思
わ
ぬ
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
あ

わ
な
い
た
め
に
も
、
多
様
性
に
富
ん
だ
現
地
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
社
会
の
研
究
と
配
慮
そ
し
て
日
本
人
と
し
て
の
矜

持
を
持
っ
て
生
活
す
る
気
構
え
が
望
ま
れ
る
。

（
み
き
と
し
お
・
ア
ジ
ア
研
究
所
客
員
研
究
員
／
札
幌

　
学
院
大
学
教
授
）
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